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4人が
受賞

介護サービスがもっと身近に
3月1日から「介護予防・日常生活支援総合事業」スタート

碓1 訪問型サービス　※これまでの訪問介護（ヘルパー）。
碓2 通所型サービス　※これまでの通所介護（デイサービス）。
■対 介護保険の要支援認定を受けている人、または65歳以上で、日常
生活に必要な機能についての25項目の基本チェックリストで、生活
機能の低下が見られる人。

要介護認定を
受けます

要介要介護護
1～1～55
のの人人

要支要支援援
1・1・22
のの人人

該当する該当する人人
（事業対（事業対象象者）者）

該該当当
しなしないい
人人

介護
サービスを
利用

（介護保険）

  一般介護予防を利用
  碓2 動いて外認知症予防
  碓3 脳の健康教室    ※2

※1 自立した生活が送れる人は碓2 碓3 も参加可。※2 碓1 も参加可。1つ1回の参加に限る。

介護予防
サービスを
利用

（介護保険）

介護予防・
生活支援
サービスを
利用

碓1 いんざい健康ちょきん運動…住民が主体となって筋力運動をしな
がら、健康づくりや地域づくりを行います。
碓2 動いて外認知症予防…頭と身体を動かしながら、認知症予防と仲間
づくりを行います。
碓3 脳の健康教室…簡単な計算や読み書き、手先を使う「すうじ盤」を
行い、脳の老化を防ぎます。
■対 碓1 おおむね65歳以上の人、碓2 碓3 65歳以上で自立した生活が送れる人。

介護予防・生活支 介護予防・生活支援援サービスサービス

一般介護予 一般介護予防防

これから利用する人
　要介護認定を省略して、基本チェックリストで事業の対象
者を判断するため、これまでより迅速にサービスを受けられ
ます。

新 これまで利用している人
　全国一律の介護保険でのサービスから、市の基準によるサー
ビスに変わります。当初はこれまでの内容と同様となります
が、今後は必要に合わせた多様なサービスを展開していきます。

該該当当
しなしないい
人人

介護予介護予防防
ケアマネジメンケアマネジメントト
（ケアプラン作成（ケアプラン作成））

基本チェックリストに
回答します

  一般介護予防を利用
  碓1 いんざい健康
      ちょきん運動  ※1

まずは地域包括支援センターに相談

65歳以上の人

どちらに該当するかをお伝えしまどちらに該当するかをお伝えしますす

しい点
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「総合事業「総合事業」」
利用の流利用の流れれ

その他のサービスを希望するその他のサービスを希望する人人

どなたでどなたでもも
利用できま利用できますす

ちょきん運動で健康づくちょきん運動で健康づくりり

～ 印西市は今年 市制施行20周年を迎えます ～

　「介護予防・日常生活支援総合事業」は、住民やボランティ
アなどが主体となって、介護サービスが必要な人を地域で
支え合うものです。介護サービスがもっと身近になること
を目指して、印西市は段階的な取り組みをしていきます。
■問 高齢者福祉課生きがい支援班（緯内線271）。


